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１． ＰＱ計算をはじめる   
デスクトップ上のショートカットアイコン、またはスタートメニューからV-upⅢを起動します。 

V-upⅢを起動すると、初期画面が開きます。 

会社名とプラン作成者名を入力して［次へ］をクリックします。 

処理メニュー画面が開きます。 

［プラン作成］をクリックします。 
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２． 物件情報を入力する   

管理番号入力ウィンドウが開きます。 

任意の管理番号を入力して［OK］をクリックします。 

 

物件情報画面が開きます。 

赤枠の電源周波数を選択します。 

 

設計方法選択は「簡易設計」を選択します。 

最後に［次へ］をクリックします。 

電源周波数の確認ウィンドウが出たら、 

をクリックします。 
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（赤枠以外の入力、選択は任意です。） 

詳細は、『V-upⅢ 操作マニュアル』32ページ～ 



３． 図面設定はしないで次へをクリックして部屋パターン選択をする   

図面設定画面が表示されますが何もしないで 

次へをクリックします。 
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部屋パターン選択ウィンドウが表示されます。 

部屋パターンを選択します。 
 

※ここでは例として「（部屋パターン読込なし）」を 

  選択しています。 

 

［OK］をクリックします。 



４． 部屋設定をする   1/2     
部屋設定画面が表示されます。 

［部屋追加］をクリックします。 
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部屋選択ウィンドウが表示されます。 

追加する部屋を選択します。 

※ここでは例として「トイレ」を選択しています。 

   

チェックしたら、［「○ ○ 」へ追加］をクリックします。 

※ここでは例として［「1F」へ追加］ を選択しています。 

 

詳細は、『V-upⅢ 操作マニュアル』52ページ～ 



４． 部屋設定をする   2/2   

いくつの部屋を追加したか確認するメッセージが出ます。 
［OK］をクリックします。 

最後に［部屋設定画面に戻る］をクリックしてください。 

部屋設定が完了したら、 

※ここでは例として「トイレ、ホール、玄関、ＬＤＫ、洋室」
を設定しています。 

床面積を入力し 

（天井高は初期値2.5なので変更があれば変更して） 

［次へ］をクリックします。 
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５． 機器設定をする  1/3  

プラン設定ウィンドウが表示されるので
第三種換気のタブをクリックします。 
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今回はパイプファン24システムをクリック
します。 

ＯＫをクリックします。 

詳細は、『V-upⅢ 操作マニュアル』71ページ～ 



５． 機器設定をする  2/3  

それぞれカテゴリを選択してＯＫをクリックします。 

 

※この画面で選択したシステムによってPQ計算が 

  異なります。 
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５． 機器設定をする  3/3  
換気システムにもとづいて、
機器が自動選定されます。 
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今回は設計換気回数が0.5回より大分多い(1.42回)
のでホールのパイプファンを削除します。 

品番を選んで機器クリアをクリックすると 

品番が削除され換気回数が0.71になりました。 



６． ＰＱ計算をする  1/3  

PQ計算をするので 

品番をダブルクリックします。 
 

9/19 
詳細は、『V-upⅢ 操作マニュアル』77ページ～ 



６． ＰＱ計算をする  2/3  

それぞれ赤枠で計算したい機種などを選択し 

ダクト計算開始ボタンをクリックします。 

（自動選定された機器を変更したい時はここで 

 変更します。） 
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６． ＰＱ計算をする  3/3  
ダクト計算ウィンドウが表示されます。 

ダクト種類を選び、ダクト長さと曲り数にそれぞれ数字を 

入力してノッチの強弱を選んでクリックします。 

ここでは「強弱なし」ボタンをクリックします。 

風量と静圧がでます。 

適用(A)をクリックします。 
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７． 機器設定画面へ戻る  

品番情報ウィンドウに戻ります。 

適用(A)をクリックします。 

機器設定画面に戻ります。 

判定が適合になっている事を確認して 

次へをクリックします。 
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８． プランを印刷／データ出力する  1/2   

帳票印刷画面が表示されます。 

各ボタンから印刷／データ出力をおこないます。 

印刷プレビューを表示します。 

データを印刷します。 

データをExcel出力します。 

印刷／データ出力が終わったら、［処理選択へ］をクリックし
てください。 

物件ファイル更新の確認ウィンドウが表示されます。 

「現在の管理Noで保存」を選択して、［OK］をクリックします。 

処理メニュー画面が表示されます。 
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８． プランを印刷／データ出力する  2/2   
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左記の様に完成したＰＱ計算書が表示されます。 

・          印刷プレビューを表示すると 

 

※出力結果参照 



９． プラン編集からダクト、曲がりの変更で計算書作成ができる  1/5     
   デスクトップ上のショートカットアイコン、またはスタートメニューからV-upⅢを起動します。 

V-upⅢを起動すると、初期画面が開きます。 

何も入力しないで［次へ］をクリックします。 

処理メニュー画面が開きます。 

［プラン修正］をクリックします。 
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（最初から入力されている）。 



１０． プラン編集からダクト、曲がりの変更で計算書作成ができる  2/5 
   

修正したいプランを選択して［OK］をクリックすると 

修正したいプランの物件情報画面が開きます。 

［次へ］をクリックすると図面設定画面になるので 

先回同様何もしないで次へをクリックします。 
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物件一覧ウィンドウが開きます。 

修正したいプランの管理番号を入力して 

［検索開始］をクリックすると入力内容を含む 

プランが全て表示される。 

 



１０． プラン編集からダクト、曲がりの変更で計算書作成ができる  3/5 
 
   

先回同様品番をダブルクリックします。 
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先回保存したままの内容で良ければ 

［次へ］をクリックします。 

 



１０． プラン編集からダクト、曲がりの変更で計算書作成ができる  4/5 
   

今回はダクトの長さを3ｍ、曲り数を2に変更しました。 

ノッチの強弱を選んでクリックします。 
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今回はフードをステンレスに変更しました。 

［ダクト計算開始］をクリックします。 

 

風量と静圧がでます。 

適用(A)をクリックします。 

後はSample003作成時同様で初期のPQ計算書を残したい
場合はファイル名を変更して保存してください。 



１０． プラン編集からダクト、曲がりの変更で計算書作成ができる  5/5 
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風量が若干減っています。 

 

 

左記の様に完成したＰＱ計算書が表示されます。 

・先回同様          印刷プレビューを表示すると 

 

※出力結果参照 
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